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リチウムイオン電池はエネルギー密度の高い二次電池として携帯電話やコンピュータの電源と

して広く用いられているが、レアメタルであるリチウムを用いるためリチウム資源の枯渇や価格

高騰などのリスクが懸念されている。ナトリウムイオン二次電池はそのコスト及び資源量の観点

から有望なポストリチウムイオン電池として期待されており[1]、様々な材料開発が行われている。

しかしながら、従来の電極は活物質と導電助剤およびバインダーを混ぜて作成するため、活物質

の真の物性を理解することは難しい。他方、薄膜モデル電極を用いることで、活物質それ自体の

電気化学特性やひいては Na+イオンダイナミクスを直接観測することが可能となるだろう。そこ

で我々は Na インターカレーションに伴い複数の相を示すことが報告されている NaxCoO2[2]の薄

膜をパルスレーザー堆積法を用いて金蒸着した MgO 基板上に作成し、その充放電特性を測定した。 

図１に作成した NaCoO2薄膜の X 線回折パターンと表面 SEM 像を示す。作成した薄膜は c 軸配

向した均一な膜であることがわかった。また、図 2 に、放電速度 0.2 C (1A/cm2)における NaxCoO2

薄膜の放電曲線を示す。作成した薄膜の放電曲線は、NaCoO2の Na イオン量による相転移に起因

するプラトーが明確に観測された。当日は異なる膜厚の試料における容量のレート依存性やサイ

クル特性を示す予定である。 
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図 1．NaxCoO2薄膜の XRD パターン

と表面 SEM 像 
図 2．(a)0.2 C (1 A/cm2)における放電

曲線、(b) 0.2 C における-dV/dQ 曲線 
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